
分 類：キジカクシ科 ヤブラン属

花言葉：「隠された心」「忍耐」

2012.7.28 大牧緑地公園にて

見沼代用水西縁に面する緑地公園内で採集しました。この地は斜面林の東側に面していて

高木などの木々が鬱蒼と茂っているところで少々湿っている土地です。

見ぬま田んぼ

野草スケッチ「ヤブラン」藪蘭



ヤブラン

世界： 東アジアに分布する。中国や朝鮮半島、

生育地：
日本では全土、主に関東以西の本州・四国・九州・沖縄に分布する。山野の林内で

樹木の下草として自生する。

根・茎 丈：
根は連珠状、 30 - 60cm

株の葉の間から多数の花茎が立ち上がり、高さは30 - 50 cm

葉
多数の葉が群がり大きな株、濃緑色で線形、厚くて光沢があり長さは30 - 60 cm、幅

は7 - 12mm。先は垂れ下がる。

花期 ： 7 - 10 月

花・花色：
花茎上に長さ8 - 12 cmの穂状花序、淡紫色の小さな花を密につける。楕円形で6枚、

雄しべは6本、雌しべは1本

種子 ：果実
子房の中には6つの胚珠があり、直径 5 mmほどの球形の種子が付く。熟すと緑色から黒

紫色へ変わる。

特徴 ： 多年草

由来 やぶに生え、葉の形がランに似ていること

※写真・解説：：ウィキペディア、薮蘭（ヤブラン） - 季節の花 300

よりお借りしました。2023.5.6


